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今年、国の賢人会議は健康対策の方針「新健

康フロンティア戦略」を、厚生労働省は介護予

防力のアップとして「骨・関節・脊椎の痛みに

よる身体活動低下の防止、運動器疾患対策の推

進」を発表しました。「運動器の 10 年」世界運
動などを通してこれまで日整会が取り組んでき

た活動をさらに進め、運動器の大切さ、運動器

医療の推進を、国民的な広がりのある運動にし

ていく好機のように思います。 
今、わかりやすい医療が求められています。

そこで、運動器の障害により要介護になる危険

の高い状態を、「ロコモティブ・シンドローム」

と呼ぶことを提案したいと思います。ロコモテ

ィブは運動器（locomotive organs）を意味しま
す。日整会は今後、一人一人が運動器の健康を

自己点検できる簡単なテスト法や予防法を開発、

検証して、高齢者のみならず働き盛りの時期か

ら、人々が予防に関する知識をもち、取り組む

ことによって、前向きに生活できるよう支援す

る国民運動に貢献していきたいと思います。 
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